






















































Tahlel Applieatior）Of a controlmeasure for allgraveyard areasin NagasakiCity，
injeclinglcc ofl：6dil11ent Of　30ヲ左DDT emulsion per500cc capacity
for each container，regardless ofits being fullof water or empty・
Graveyard
No・いapane5ename












































































































































































































































































































































































































































































1〕；A Completeinj巳Ction for each graveyardrequires fromIto24days accordingasits extent．
The量inaldateis only glVenin this tal）1e．
2〕＆4〕：In No・20r Hotarujaya and alsoin No．IIor TeramachiI‡graveyard，SurVeyS tO
evaluate the e鮎ct of仁OnlroIwere made onceaweek，COunting the number of water holding
COntainers andlarvae breeding ones　within ten　缶Ⅹed sites and makil唱adult catches at two
触ed sites．The results are shownin Fig．2．
3〕：In a part of No．100r TeramachiA graveyard，theexper血entsshowninFig．1weremade．
Note：Adult mosquitoes wereleft entirely free from co111rol・
蚊族の標墟に関する莫龍的並びに実際的研究　　　　　　　　　　　15柏
Tat）Je2　Dosageandapp）icationof a controlm8aSure，in1953．1：60rl：30diluent
of3Qタ左Dl〕T emulsion wasinjected foreach container attherate・占fI00Per
500cc capacityt r喝ardless ofits being fullofwater or empty・
A．For test pLots
Injection ofinsecticide、










































































































































































































































































































































































































































is moderatein et］Vironmentalcondition，While No．11is b且d andis about










































Table 3 Adult catches, in 1953.
(Survey was made weekly all year-round except in coldest; season)
Plot


















T .p. T 38
70 ] O   i   l
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T . p.
ffI 59 232
B . at two representatives of all treated graveyard areas
N o, 2 2 3 5
No. ll 30 60 90 1 1 2
5
92
1) The numbers are shown in total of weekly catches at two fixed sites in ten
minutes at 1-3 p.m. in each plot or area, during from May 8th to
November 10th, 1953.
2) No. 2 is moderate in environmental condition.
No. II is about 50m distant both from the check plot III and untreated
bamboo thicket.
Table 4 B reeding of larvae during from December, 1952 to November, 1953 in various
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J : Spring, J : Summer, jy : Autumn,
蚊族の撲滅に随する輿験的並びiこ箕既約研究 1583
改善されても撲滅効果を持続することほ困観である
ことを京すものと考えねばならない．
第Ⅲ乗除区に放ては同剤の6倍稀釈液の注入を11
月19日とJ次いで3月17日とに行い仁以後幼虫の発
生を親察したのであるが成虫の飛来ほ対照区より少
“し連れて5月下旬より2～3個体ずつを認め，第3
表に示す如くヒトスジシマカ138個体，オオタロヤ
プカ3個体計】41個体が探れた．幼虫は7月22日
に初めて1容器にJその後8月中旬と9月中旬とに
何れも弱令幼虫の発生をみたが各月1回の薬剤注入
によって死滅し10月以後は発生をみていない．
第Ⅳ実験区でほ6倍稀釈液を11月19E＝こ1回注入
後放置して幼虫の発生を観察した．成虫ほ5月中旬
から飛来LてJヒtスジシマカ291，オオクPヤプ
カ16計307個体が探れた．幼虫は6月9日に初めて
1容器に発生しJ7月19日の薬剤注入まで毎週1一
2の容器に発生を認めた．8月中旬にも弱令幼虫が
僅かに発生したが盆後の薬剤注入後は発生していな
い．第皿，第Ⅳ及び対照区での幼虫の発生状況及び
成虫の飛来状況を比較検討して車ると，全然薬剤の
注入を行わない場合にほ3月頃から越年卵の楷化が
始まり5月初め頃から成虫の羽化，続いてこれら新
生成虫による産卵及び肺化がみられるのが普通であ
る．従って第且宋醜区での7月下旬の幼虫の発生ほ勿
論第Ⅳ実験区で？6月からの幼虫の発生も新生成虫
の産卵によるものと考えられ，これら幼虫の発生ほ
冬期間の薬剤注入の回数とほ無関係に起っているこ
とがわかる書　この期間即ち新生成虫の活動が始まり
それに基づく幼虫の発生が次第に括麿となるちJ6J
7月の頃にほ環頃によって1～2回の薬剤注入が必
要である．越年幼虫は晩秋から冬期の長い不適環境
下にあって殆んど死滅するしJ卵に対してほ薬剤の
効果は不確実であるから晩秋の薬剤注入は必要でな
く，辛うじて越年した僅少の幼虫の発育が始まり越
年卵の肺化が清澄となる3月に1回注入することが
越年対策として必要にして充分な方法であること
がわかる．
次に未年長崎市の全基地に対しては既に述べたよ
うに6倍稀釈液注入法を実施したがその中の代表地
区No．2とNo・11墓地での成績について述べる
と以下の如くである．No，2（螢茶鼠基地）に於て
の注入ほ12月5日に第1回J2月12日に第2回以後
4月から10月まで毎月1回ずつ討9回の箕施予定が
作業の都合で宋際にほ3月30日，7月3日J8月】0
日，9月22日となり計6回だけ行った．その間の成
虫採集成蹄ほ第3蓑に示す如くヒトスジシマカが5
個体，即ち7月1日に3個体，9月22日に2個体が
探れた甲みである．幼虫の発生は全期間を通じて遂
に1箇所もみられなかった．斯くの如く6回の注入
で成虫J幼虫共満足すべき効果を納めているがJ兼
卑の注入回数の中12月5日主2月12日とは既述した
理由によって注入する必要はなく■J又8月10日の注
入ほ8月14一16日の盆の直前で直ちに掃除と清水の
注入が行われる時であるから盆の直後に行うことが
望ましく，恐らくそれによって9月の幼虫の発生は
防止できたものと考えられる．従って凍基地に放て
は3月J6月及び8月の盆鎮の3回の注入によって
同様の効果は期待できるように思われる．
No．】1（寺町甘墓地）に於ての注入は11月19日に第
1回J3月23日に第2国J以後6月9日J7月24日J
9月2日及び10月12日の計6回であるがJ成虫は5
月26日に1個体J6月15日に1個体以後毎週の採集
日に2～3個体ずつが探れJ9月7日には46個体が
採集され第3表に元す如くヒトスジシマカ90個体J
オオクロヤプ右2個体訂92個体が推算されている．
幼虫の発生ほ8月18日に1容器に1～2令10数個体J
次の調査日25日・に同じ容器に1令一婦10数個体J更
に次の9月1日に同一、容器に2～3命数個体の幼虫
をみたが来客器は「つげの木」の繁みにかくされて
ノいたために恐らく人夫の見落しによる薬剤準入の脱
落のための発生と思われる．倍墓地の上方約5ロm鞄
点から成虫，幼虫共に何等駆除対策を施行すること
なく放置されている孟宗竹群が拡がりJ北側約50m
地点にほ第Ⅱ対照区がある．斬る状況下にあって成
虫の飛来が可成り括澄であった奔区に放ても6回
の薬剤注入で幼虫の発生防止に満足な結果を得てい
るが，11月19日の注入ほNo．2の場合と同一の理
由で，兄畑月12日の注入は既に成虫の晒動が衰えた
時期であるので何れも不心要であることがわかる．
以上墓地に於ける薮蚊類の発生の尾年経過J降雨
量J人工注水或ほ基地内外の環境の良否と来年度の
諸撲滅実験の成績とからJ次年度以後の撲瀕兼備と
して以下の如き薬剤注入法を計画しこれを巽施Lて
効果を挙げ得ることが期待できる．即ち30％DDT
乳剤の6倍稀釈液を墓地の全容器に，容積500ccに
対して1ccの割合で注入する方法で，辛うじて越
年した僅少の幼虫及び越年卵から照化してくる幼虫
の撲滅対策とし1－3月に1回，新生成虫の括卦が始
まりそれによる幼虫町発生が次第に括蘭となってく
る5月から7月の間に環境によって1～2回，成虫の
1584　　　　　　　　　　　　　　　　大．　　　　　　利
活動期であり全墓地の容器が洗われ，更新され，注水
される盆の直後に1．回，．討3－4周契喝することに
綽
1）本葉験ほ長崎市内の墓地に於ける蚊族
撲滅に関する実験的並びに実際的研究の第2
年度即ち昭和27年11月から昭和28年11月まで
の問に行った撲滅研究の結果をまとめたもの
である．
2）長崎市を取り巻く丘陵の中腹に広く散
在する大小25箇所の全墓地（寺町墓地に設定
した実験区及び対照区を除くI）に対Lて第l
報で得た結果から，⊥30％DDT’乳剤の6借
■稀釈液を容器の容積500c°に対して1亡Cの割
合で年間8－9回（実際にほ大体6回実施）
注入する方法を凍用した．寺町墓地内に設定
したヰ偶の某験区と3偶の対照区の中，前者
では稀釈済度及び注入間隔を変え後者では無
．処理のまま放置し，全墓地の中から選んだ2
代表墓地，各実験区及び対照区内の容器の保
水率，幼虫の発生率の調査及び飛来する成虫
の定期的採集を行って，各種撲滅地区に於け
る撲滅効果の判定と批判を行った．
3二）劃一的な方法で薬剤の注入を英雄Lて
いる広大な寺町墓地の中央に設定された4偶
の巽験区の両端と中央にある無処理の3偶の
対照区（3qmx60m）でほヒトスジシマカを
優占種せする教程の蚊族が自活していて幼虫，
成虫の発生状況ほ周辺の墓地が原区除されなか
った昨年度と殆んど全く変らない．このこと
はこれらの蚊族がこの区劃内で自前し得てい
ることを示すものである．これらの対照区で
の観察結果から薮蚊額の墓地に於ける周年経．
過を見ると，晩秋発育を停止した幼虫は冬期
問長期の不適環境下で次第に死滅するが若干
のものは春先まで生きのびる．越年卵の肺化
は3月頃から始まり新生成虫は5月初旬から
よって，成虫に対しては全然無処理であっても，幼
虫の発生をほぼ完全に防止し得ることが期待できる．
括
見られる．新生成虫に起凶する幼虫は6月上
旬から見られ7，8，9月に成虫の括動が最
も活麿となり10月には碕可成りの成虫と幼虫
が見られるが11月に入ると成虫の活動は終る．
4）30％DDT乳剤の30倍稀釈液を月1
回注入する方珪でほ幼虫の発生を充分に防止
することほできない．
5）墓地での薮蚊顆の発生の周年経過，降
雨量，人工的注水と本年蜜の撲滅実験の結果
から以下の如き撲滅方針を樹立することがで
きた．即ち30％DDT乳剤の6倍稀釈液を
墓地の全容掛こ，容積500亡°に対して1ccの
割合で注入する方法で，辛うじて越年した
僅少幼虫の発育が始まり越年卵の或馴ヒが活唐
となる3月に越冬対策として1回，新生成虫
の所動が始まり幼虫の発生量が次第に増大し
てくる5，6，7月の問に1～2回，成虫の
活動期であり全基地の容器が洗われ，．更新さ
れ，注水される8月中旬の盆の直後に1回，
計3～4回実施することによって，成虫に対
してほ無処理のまま，幼虫の発生を完全に防
止し得ることが期待できる．
1
6）墓地内に樹木，薮が多く，人家や竹林
に接近している場合には5～7月の問に2回
の薬剤注入を必要とすべく，環境の良好な場
合にほ3回で満足すべき結果を得るものと思
われる．斯る見地から次年度には垂墓地に対
して，その環鄭こ応じ，3～ヰ回の事剤の注
入を行う予定である．
7）本年度の実験結果と咋27年魔の結果と
の比較及び所要経費の比較検討等についてほ
第3報にゆづる．
（昭30・6・20受付〕
